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外ヶ浜町立三 中学校　防災教育　指導要領
１　防災教育の目標
◎自他の生命を大切にできる生徒の育成

①【知識・技能、関心】
　地域の災害特性を知り、災害発生時に自他の命を守るために必要な知識・技能を身に付ける。（生徒
の防災意識の喚起、実践スキルの向上）

②【思考力・判断力、主体的行動】
　有事の際には、防災学習で学んだことを生かし、自分たちから迅速な避難や救援活動に参画するこ
とができる。（避難訓練等で学習したことを実践）

③【学びに向かう力・人間性、社会貢献】
　家族や周囲の人との関わりや体験活動等を通して、助け合いや思いやりの心を育み、有事の際に協
力して助け合うことができる。（適切な地域連携の在り方を確立する）

２　重点的に育成すべき資質・能力
ア　災害から命を守るための知識・技能
イ　有事の際に必要な判断力と適切な行動力
ウ　周囲の人との関わりと協力

３　各学年における防災教育の目標

知識・技能・関心 思考力・判断力
・主体的行動

学びに向かう力・人間性
・社会貢献

１
学
年

災
害
に
対
し
て
継
続
的
に
関
心
を
も
つ

　各地において、どのよう
な災害が多く起こっている
か知ることができる。

　各地での災害時の被害状
況と当時とられた行動につ
いて主体的に調べることが
できる。

　各地での災害の際に、地
域ではどのような協力体制
がとられたのかを学ぶこと
ができる。

２
学
年

　自分たちの地域の気象や
地形を学び、どのような災
害が起こる可能性があるか
を知ることができる。

　災害時は、大人の指示を
確実に聞き、状況に応じて
適切な行動をとることがで
きる。

　災害時には、周囲の人た
ちとできることから協力
し、助け合うことができる。

３
学
年

　災害時を想定し、命を守
るために必要な知識・技能
と安全な行動の仕方を身に
付けることができる。

　これまでに学んできたこ
とを生かし、災害に関する
情報を収集しながら適切な
判断のもとに身を守ること
ができる。

　災害時には、周囲の人た
ちと協力し、地域復興に向
けて進んで活動することが
できる。
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防災教育年間計画（令和４年度）
月 防災教育関連行事 教　科

４
・避難訓練（火災）（通常避難路確認）
・交通安全教室
・バス乗車マナー（登下校安全確認）
・ＧＷの過ごし方

５
家庭（１年：生活を豊かにする物の製作）

（２年：安全な住まいで安心な暮らし）
（３年：衣生活の自立）

技術（２年：エネルギー変換の技術）

６ ・老人施設訪問
・防災教育アンケート

社会（２年：地域調査の手法）
（２年：日本の地域的特色と地域区分）

７
・学校防災教室（外部専門家の活用①）
・龍飛清掃活動
・夏休みの過ごし方

８
・学区巡回
・ねぶた祭り
・検討協議会①

９ ・老人施設訪問 社会（１～３年：地域との関わり町おこし）
保健体育（２年：傷害の防止）

10
・検討協議会②
・文化祭
・学校防災教室（外部専門家の活用②）

数学（１年：比例と反比例）
国語（２年：紙の建築）

11 ・地域と連携した防災訓練
・検討協議会③ 社会（３年：東日本大震災からの復興と防災）

12 ・冬休みの過ごし方 理科（３年：自然科学技術と人間）

１ ・学区巡回
・避難訓練（ＡＥＤ講習、積雪時避難路確認）

理科（１年：大地の活動）
理科（２年：天気とその変化）

２ ・小中連携ネットワーク会議 家庭（１～３年：調理実習）

３ ・春休みの過ごし方
・防災教育アンケート
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月 道　徳 特別活動 総合的な学習の時間

４ ・生命の尊さ ・通学路や自宅周辺の危険箇
所把握、共通理解

５ ・よりよい学校生活、集団生活
  の充実

・地域連携
  （三 活性化プロジェクト）

・地域連携
  （三 活性化プロジェクト）
  全校話合い活動①

・地域連携
  （三 活性化プロジェクト）
  地域住民との関わり

・文化祭のイベントを通して
  住民とつながる。

・地域連携
  （三 活性化プロジェクト）  
  全校話合い活動②

６ ・自主自立、自由と責任
・防災教育活動支援ツール
 『あおもりおまもりノート』

を活用した防災学習

７ ・遵法精神、公徳心

８ ・フィールドワーク（自宅か
らの避難経路）

９ ・郷土の伝統と文化の尊重、
  郷土を愛する態度

10 ・我が国の伝統と文化の尊重、
  国を愛する態度

・外部専門家を招いた防災学
習

11 ・国際理解、国際貢献

12 ・社会参画、公共の精神 ・通学路や自宅周辺の危険箇
所把握、共通理解（積雪時）

１ ・家族愛、家庭生活の充実
・防災教育活動支援ツール
 『あおもりおまもりノート』

を活用した防災学習

２ ・感動、畏敬の念

３ ・よりよく生きる喜び
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教科等横断的な防災教育の取組について
教科別指導計画　１学年

教科 学期 単元名 防災の視点 あおもり
おまもりノート

数学 ２ 比例と反比例
※実践事例１

　地震におけるＰ波やＳ波が観測されるまで
の時間と震源からの距離の関係をとらえる。 p10 ～ 14

理科 ３ 大地の活動
　大地の成り立ち（火山・地震・断層等）につ
いて基礎的な知識を習得し、災害へのつながり
をとらえる。

家庭

１～２ 生活を豊かに
する物の製作

　裁縫技術が災害時に役立つことを踏まえ、基
本的な縫い方や用具の使用法を習得する。

３ 調理実習
　安全と衛生に留意しながら、調理実習を通し
て食品や調理用具等の基本的な扱いを習得し、
災害時に役立てる。

実践事例１　学習指導案
学　年 １年

教科名 数学

単元名 比例と反比例の利用

指導計画
（全４時間）

1 待ち時間を予想しよう（比例の考えの利用）

2 文化祭のスライドショーを作ろう（a ＝ bc の関係）

3 マラソン選手の通過時間を求めよう（グラフの利用）

4 強い地震（揺れ）は緊急地震速報から何秒後？（本時）

本時の目標
　地震のＰ波、Ｓ波の時間と距離のデータを表に整理したりグラフに表したりする
ことによって、それらの間に比例の関係があることを見いだし、緊急地震速報から
何秒後に大きな揺れが来るかを予測することができる。

防災の視点 　緊急地震速報のしくみを知り、地震発生（速報）後の行動の取り方について考え、
理解を深めることができる。

あおもり
おまもりノート

の活用

　『地震から身を守ろう』p10 ～14
の学習事項を振り返り、直ちに身を
守る行動を取ることを再確認する。

ＩＣＴの活用 ・データの処理について、数学アプリを使って行う。
・あおもりおまもりノートデジタル版で振り返りを行う。
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本時の展開（４／４）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

１ 緊急地震速報とは？ ・実際に地震速報の音を聴かせ、それ
が何かを確認していく。 ・緊急地震速報（音声）

２ 緊急地震速報から何秒後に
地震が起こるか予想してみ
よう。

・時間と距離のデータを表に整理した
り、グラフに表したりすることによっ
て、それらの間に比例の関係がある
ことを見いださせる。

・比例の考えを使って、地震が起こる
時間を予想させる。

・数学アプリ geogebra
・データ付ワークシート

３ おまもりノートで地震発生
時の行動について振り返っ
てみよう。

・地震発生時の身の守り方を中心に振
り返る。

・あおもりおまもりノート
  デジタル版

４ まとめ

・地震速報から強い揺れが起こるまで
の時間は極めて短く、震源に近いと
ころでは速報が間に合わないことも
あることを押さえる。
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教科別指導計画　2 学年

教科 学期 単元名 防災の視点 あおもり
おまもりノート

国語 ２ 紙の建築
※実践事例２

　工夫を凝らした紙の仕切りを用いること
で、災害時の避難所生活を少しでも快適に
しようと尽力した人物の思いをとらえる。

p30 ～ 31

社会

１
地域調査の手法
※実践事例３

　身近な地域で起こりうる自然災害につい
て調べ、地形図や防災マップを参考にしな
がら有事の際の避難所等を確認することが
できる。

p16 ～ 17

１ 日本の地域的特
色と地域区分

　日本の地形や気候の特色を踏まえながら、
自然災害の発生と防災に向けての取り組み
を学習する。

p 4 ～６

理科 ３ 天気とその変化 　気象現象がもたらす恵みと気象災害につ
いて調べる。 p18 ～ 21

英語 ２
In Case of
Emergency
※実践事例４

　地震を経験したことがない外国人に対し
て、地震が起きた時どのように行動するか、
またどのように地震に備えるのがよいかを
英語で伝えることができる。

p16 ～ 17

保体 ２ 傷害の防止
※実践事例５

　自然災害等による危険を把握するととも
に、傷害の防止について理解を深め、災害
時には応急手当（心肺蘇生法含む）を施す
ようにする。

p28 ～ 29

技術 １～２ エネルギー変換
の技術

　エネルギー変換の技術を利用したＬＥＤ
ライトの安全な製作を行うとともに、有事
の際は防災用品として適切に使用すること
ができる。

家庭

１～２ 安全な住まいで
安心な暮らし

　災害時の避難の仕方、防災マップの確認、
避難所の把握等、有事の際の基本的な対策
を習得する。

p26 ～ 27

３ 調理実習
　安全と衛生に留意しながら、調理実習を
通して食品や調理用具等の基本的な扱いを
習得し、災害時に役立てる。

美術 １～
夏休み

その一枚が人を
動かす（防災ポス
ターのデザイン）
※実践事例６

　防災ポスターをデザインすることを通し
て、伝えたい情報などを整理し、色彩や構
成などを考え、防災や減災について深く理
解する。

p 4 ～ 40
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実践事例 2　学習指導案
学　年 ２年

教科名 国語

単元名 紙の建築

指導計画
（全５時間）

1 説明的な文章における事例の役割を理解し、本文の内容と筆者の主張を捉える

2 事例の役割を確かめながら、筆者の行動とそれを支える信念を捉える（本時）

3 事例を踏まえ、筆者の考えを捉える

4 筆者の考えを踏まえながら、社会の中で働くことについて自分の考えを文章に
まとめる

5 まとめたものを発表し合う

本時の目標 　４つの事例を読み、内容を整理しながらワークシートにまとめることで、筆者の
行動とそれを支える信念を捉えることができる。

防災の視点 　皆が過ごしやすく、快適に過ごせる避難所にすること。

あおもり
おまもりノート

の活用

p30 ～ 31

ＩＣＴの活用 ・筆者（坂茂）が作った紙の建築物の写真や映像を電子黒板で見せる。
・インターネットで他の紙の建築物を調べる。

本時の展開（２／５）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

１ ４つの事例をワークシート
にまとめましょう。

・被災地で起こっていた問題点を確認
する。

・教科書
・電子黒板

２ 筆者は、どんな信念を持っ
て紙の建築物や間仕切りを
開発・設置したのでしょう。

・紙の建築物や間仕切りを設置したこ
とで、どのように被災地や避難所の
生活が改善したのかを読み取らせる。

・教科書
・電子黒板

３ まとめ

・筆者は、避難所や仮設住宅などの生
活環境を改善し、建築家として社会
に貢献しようという信念を持ってボ
ランティアを行っていた。

・教科書
・電子黒板
・iPad
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実践事例 3　学習指導案
学　年 ２年

教科名 社会

単元名 地域調査の手法（防災の観点から）～東北地方～

指導計画
（全７時間）

1 世界の災害と日本の災害（気候・気象・地形等）

2 東北地方の地形の特色（メリットとデメリット）

3 2011 年　東日本大震災（本時）

4 震災の歴史と対策・教訓

5 三 で備えておくべきこと

6
地域安全マップづくり（避難所確認含む）

7

本時の目標 　東日本大震災における被害状況から、なぜ被害が拡大したのかを考える。

防災の視点 　津波のスピードや破壊力の現実をとらえることによって、正常性バイアスに陥る
ことの危険性を理解する。

あおもり
おまもりノート

の活用

p16 ～ 17 使用

ＩＣＴの活用 　iPad（インターネット検索）において、津波のもつスピードや破壊力を調べる。

本時の展開（３／ 7）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

１ 東日本大震災の被害の様子
を見よう。

・生徒のストレスを避けるため、直接
的な津波の画像の提示は必要最低限
に留める。

・震災当時の写真資料を
中心に提示

２ なぜこれほどまでに被害が
拡大したのかを考え、意見
交換してみよう。

・地形の特徴
・災害時にもつ人の心理状況
・過去の教訓（備え）の意識レベル

・前時の地形の特徴や、
  避難訓練等の際の自分
  の意識レベル。

３ まとめ ・災害の際にとるべき行動と、過信の
危険性を知る。
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実践事例４　学習指導案
学　年 ２年

教科名 英語

単元名 Unit3 In Case of Emergency

指導計画
（全９時間）

1
地震が起こった時に最初にする行動の説明

2

3
地震が起こった時に最初にする行動の理由を説明

4

5
日本で生まれた防災グッズについて説明

6

7
防災公園についての長文読解

8

9 日本での地震への備えや行動についてのまとめ（本時）

本時の目標 　地震を経験したことがない外国人に対して、地震が起きた時どのように行動する
か、またどのように地震に備えるのがよいかを英語で伝えることができる。

防災の視点 　地震が起こった際にすべき行動や防災グッズの特徴を理解する。

あおもり
おまもりノート

の活用

p16 ～ 17 使用

ＩＣＴの活用
・iPad（インターネット検索）において、地震が来た時の行動や日本で生まれた防災
グッズについて調べる。
・Google スライドを使って、地震対策についての情報を英語でまとめる。

本時の展開（９／９）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

・アメリカの自然災害対策につい
て、ALTの説明を聞きましょう。

・アメリカと日本の自然災害の
種類や対策の違いを理解する。

・ALTはGoogle スライド
を使って提示。

・日本での地震対策や備えについ
て、英語で ALTに伝えましょう。

・行動の理由やグッズの使い方
も含めて、英語で説明する。

・生徒は Google スライド
を使いながらALTに説明。

｢ もし地震が起きたら…｣
という題材のもと、英語で表現
してみました。海に近づかない
ことや、ラジオや食べ物が必要
となることなどが書かれて

います。
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実践事例５　学習指導案
学　年 ２年

教科名 保健体育

単元名 傷害の防止

指導計画
（全８時間）

1 傷害の発生要因

2 交通事故の発生要因

3 交通事故の危険予測と回避

4 犯罪被害の防止

5 自然災害による危険

6 自然災害による傷害の防止

7 応急手当の意義と方法（本時）

8 心肺蘇生法

本時の目標 　傷害による出血や骨折などの際には、迅速かつ適切な手当が傷害の悪化を防止で
きることなどについて理解し、包帯法や止血法ができるようにする。

防災の視点 　自然災害等による危険を把握するとともに、傷害の防止について理解を深め、災
害時には応急手当（心肺蘇生法含む）を施すようにする。

あおもり
おまもりノート

の活用

p28 ～ 29 使用

ＩＣＴの活用 　iPad（インターネット検索）において、様々な傷害における応急手当の種類を調べる。

本時の展開（７／８）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

１ 災害における傷害（けが）の種類
はどのくらいあるか考えてみよう。 ・調べさせる前に１つだけ提示する。

・手当の際に使用
する道具を何個
か提示する。

２ 傷害に応じてどのような応急手
当があるか話し合ってみよう。

・手当にかける時間は、どのくらいがベス
トなのかも踏まえて話し合わせる。

３ まとめ ・傷害が起きた際は、迅速かつ適切に手当
をする必要があることを知らせる。
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保健体育科では、災害時や
非常時に備え、応急手当の学習を
実施しました。搬送法を学び、実際
に学校に備え付けの担架で人を
持ち上げる練習をしました。



34

実践事例６　学習指導案
学　年 ２年

教科名 美術

単元名 その一枚が人を動かす（防災ポスターのデザイン）　

指導計画
（全２時間）
※夏休み課題

1 様々なポスターを鑑賞する。
防災ポスターコンクールの応募条件を確認する。

2 防災学習の復習をして、ポスターの構想を練る。（本時）

※下描き・色塗りは夏休み中に行う

本時の目標

・防災をテーマにしたポスターデザインに関心を持つ。
・伝えたい情報、イメージ、伝える場面を基に主題を生み出す。
・主題から文字の形や色彩、構成、伝達するイメージなどを考え、見通しを持って

デザインして表す。

防災の視点 　防災ポスターをデザインすることを通して、伝えたい情報などを整理し、色彩や
構成などを考え、防災や減災について深く理解する。

あおもり
おまもりノート

の活用

p 4 ～ 40 使用

ＩＣＴの活用 　iPad（インターネット検索）において、防災や減災について関心のあることや関
連する画像を調べて、構想に生かす。

本時の展開（２／２）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

１ 防災ポスターコンクールの応募
条件を振り返ろう。 ・大事なところを短く、明確に押さえる。 ・防災ポスターコン

クール実施要項

２ 今まで全校で行ってきた防災学
習の復習をしよう。 ・要点になるところを確認する。 ・おまもりノート

３ ポスターの構想を練ろう。 ・様子を見ながら声掛けをする。 ・ワークシート

美術科では、夏休みの課題と
して防災に関するポスターを作製

しました。早く逃げることや、備蓄品の
確認など、子どもたちが考えたテーマで
描かれています。作品は、内閣府主催の
「第 38回防災ポスターコンクール」

に出品しました。
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教科別指導計画　３学年

教科 学期 単元名 防災の視点 あおもり
おまもりノート

理科 ２ 自然科学技術と
人間

　身近な自然環境や地域の自然災害などを調
べ、環境保全と科学技術の利用について考える。

家庭

１～２ 衣生活の自立
※実践事例７

　布を用いた物の製作を通して裁縫技術を磨
き、災害時に役立てることができる。 p10 ～15、40

３ 調理実習
　安全と衛生に留意しながら、調理実習を通し
て食品や調理用具等の基本的な扱いを習得し、
災害時に役立てる。

社会 ２ 東日本大震災か
らの復興と防災

　東日本大震災による被災からの復興や、防災
への取り組みについてとらえる。 p32 ～35

実践事例７　学習指導案
学　年 ３年

教科名 家庭

単元名 布を用いた物の製作（防災ずきん・手縫い）

指導計画
（全８時間）

1 製作の必要性を考え、作業の手順を確認して製作を始める。（本時）

2 防災ずきん製作（ゴムひも付け①、布はしの始末）

3 　　　〃　　　 （布はしの始末）

4 　　　〃　　　 （キルト綿の縫い付け）

5 　　　〃　　　 （返し口等の縫い合わせ）

6 　　　〃　　　 （返し口等の縫い合わせ）

7 　　　〃　　　 （ゴムひも付け②、仕上げ）

8 災害時に役立つ物を工夫して製作することができたか振り返る。

本時の目標 　身近にある丈夫な布で、防災ずきんを製作することができる。
　用具を正しく使用し、安全に作業を行うことができる。

防災の視点 　災害時に役立つ物を工夫して製作することにより、災害への備えの意識を高める。

あおもり
おまもりノート

の活用

p10 ～15、40

ＩＣＴの活用 　丈夫に縫えるようにインターネットにある動画で縫い方を確認する。
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本時の展開（１／ 8）

学習内容・活動 指導上の留意点 教材・資料

１ 地震の時にどのようなことに
気を付けるか考えよう。

・防災ずきんの必要性や活用場面を
考えさせる。 ・完成図の画像

２ 防災ずきんの製作の作業手順
を確認しよう。

・実物を用いながら製作のイメージ
を持たせる。

・手引き書の画像
・製作物の実物（教師作成）

３ 製作を始めよう。 ・様子を見て声掛けをする。 ・防災ずきん製作セット

４ 振り返り　　 ・次回どのような点に気を付ければ
よいか考えさせる。 ・ワークシート

災害時に重宝する
アイテムが「ラジオ」です。
停電によりコンセントに
よる電源がとれない場合
を想定し、乾電池で
鳴らしてみました。

家庭科では、
災害時に頭部を保護する
ための防災頭巾を作製しま
した。裁縫が得意な生徒も
あまり得意でない生徒も、
有事の際のことを意識
しながら懸命に作って

いました。
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外部専門家の活用について
学校防災教室（外部専門家の活用①）
日　時　　令和４年７月 12 日（火）４校時（11：30 ～ 12：20）
ねらい　　三 地区の防災について考える学習に向け、県や町の防災担当者から学習に役立つ知識や情報
　　　　　を学ぶ。
講　演　　『いつかくる地震・津波に備えよう』
　　　　　　青森県防災危機管理課　防災企画グループ　主幹　太田　丈博　氏
　　　　　『外ヶ浜町の防災について』
　　　　　　外ヶ浜町総務課　　　　　　　　　　　　　班長　福岡　　剛　氏

学校防災教室（外部専門家の活用②）
日　時　　令和４年 10 月 28 日（金）5･6 校時（13：20 ～ 15：20）
ねらい　　11月11日（金）に計画している「地域総合防災訓練」に向け
　　　　　て、地震発生時に予想される地域の災害について知るととも
　　　　　に、災害発生時に役立つ応急手当スキルを身に付ける。
講　演　　『地震の発生と予想される地域の災害について』
　　　　　　弘前大学大学院　理工学研究科　教授　片岡　俊一　氏
演　習　　『身の回りのもの（レジ袋・三角巾）を活用した応急手当』
　　　　　　青森県防災士会青森支部　　　支部長　三浦　一郎　氏
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地域と連携した防災訓練について
（1） 訓練のねらい

地震による津波の発生を想定し、
・災害発生時の避難の仕方や避難所での活動について理解し、落ち着いた態度で安全かつ迅速に活動
　することができる。
・避難所設置や応急処置体験を通し、必要な知識や技能を身に付けるとともに、地域における中学生
　の役割について考え、地域防災の意識を高めることができる。
・地域の人と一緒に体験活動等を行うことを通して、助け合いや思いやりの心を持つことができる。

（2） 日　　時　令和４年 11 月 11 日（金）　9：00 ～ 12：00
（3） 災害想定　日本海沿岸を震源とする震度６弱の地震が発生し、大津波警報が発令

※三 に津波が届くまでの時間は地震発生約 40 分後、津波の高さは最大で約 9.7 ｍ
（4） 避難場所　外ヶ浜町立三 中学校　体育館（および剣道場）
（5） 参加団体　三 中生徒（18 名）、三 小児童（4・6 年生　8 名）

三 中学校職員（11 名）、三 小学校職員（数名）
外ヶ浜町（総務課・学務課）、青森県防災士会
地域の参加希望者（上宇鉄・元宇鉄・釜野澤・四枚橋）

（6） 避難経路　小中学生：各教室 → 体育館
　　　　　　　地域の方：自宅 → 三 中学校玄関前 →（受付準備完了次第）体育館

（7） 訓練内容　
第１部　9：00 ～　避難訓練（震度６弱の地震発生）
　　　　　　　　　児童・生徒：三 中教室から体育館へ避難
第２部　9：10 ～　避難所開設・受入れ訓練
　　　　①避難者開設準備　※ 9：15　地域に防災無線放送で避難を指示

　　　　②避難者受入れ

　　　　③避難者受入れ完了
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第３部　10：00 ～　一緒に防災体験
　　　　①防災スキル体験
　　　　　ア）段ボールベッドの組み立てと設置（講師　三 中学校職員）

　　　　　イ）身の回りのものを活用した応急手当（講師　中学生）
　　　　　　　・レジ袋（や上着）を使って腕を固定する方法
　　　　　　　・三角巾を使った足首を固定する方法

　　　　　ウ）道具を使わずにけが人を搬送する方法　（講師　青森県防災士会）

　　　　②非常食体験　お湯で３分、水で５分、そのままでも食べられるピラフ

第４部　11：40 ～　訓練の振り返り
　　　　①感想発表（小学生１名、中学生１名）
　　　　②地域の方々から（各町内会の会長）
　　　　③講評（三 中学校校長）
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○地域の方々へ防災訓練への参加を呼びかけるために毎戸配布したチラシ

三 中学校からのお知らせです。

三 中学校では、11 月１１日(金)に、四枚橋、釜

野澤、元宇鉄、上宇鉄の地域の方々（事前に参加の確

認をしている方）と一緒に避難訓練と避難所体験をあ

わせた防災訓練を行います。

その日の 9 時 15 分に次のような放送が防災無線

で流されます。

「訓練放送。訓練放送。先程の地震により、津波警

報が発令されました。地域住民の皆さんは三 中学

校への避難を開始してください。繰り返します。先

程の地震により、津波警報が発令されました。地域

住民の皆さんは三 中学校への避難を開始してくだ

さい。以上、訓練放送を終わります。」

これは訓練のための防災無線ですので、本物の地震、

津波と間違わないようにしてください。

※訓練については裏面をご覧ください。

【問い合せ先】

外ヶ浜町立三 中学校

教 頭

E-mail

Tel：
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外ヶ浜町立三 中学校防災訓練実施概略

 日 時 令和４年１１月１１日（金） ９：００～１２：００

 災害想定 日本海沿岸を震源とする震度 6 弱の地震が発生し、大津波警報が発令

※三 に津波が届くまでの時間は地震発生約 40分後、津波の高さは最大

で約 9.7ｍ

 避難場所 外ヶ浜町立三 中学校 体育館（および剣道場）

 参加団体 三 中生（１８名）、三 小児童（４・６年生 ８名）

三 中学校職員（１１名）、三 小学校職員（数名）

外ヶ浜町（総務課・学務課），青森県防災士会

地域の参加希望者（上宇鉄・元宇鉄・釜野澤・四枚橋）

 訓練内容

第１部 9:00～ 児童・生徒の避難訓練（震度 6弱の地震発生）

第２部 9:15～ 避難所開設・受入れ訓練

①－１駐車場等への誘導 ①－２受付の開設

①－３体育館設営 ①－４各導線の確保

②避難者受入れ 9:15～

※9:15 地域に防災無線放送で避難を指示

第３部 10:00～ 一緒に防災体験

①防災スキル体験

ア）段ボールベッドの組み立てと設置

イ）身の回りのものを活用した応急手当

・レジ袋（や上着）を使って腕を固定する方法

・三角巾を使った足首を固定する方法

ウ）道具を使わずにけが人を搬送する方法 ※徒手搬送

②非常食体験

お湯で３分、水で５分、そのままでも食べられるピラフ

第４部 11:40～ 訓練の振り返り

① 感想発表（小学生１名、中学生１名）

② 地域の方々から（各地区会長さん）

③ 講 評（三 中学校校長）
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地域と連携した防災訓練の実施に向けた取組（検討協議会）
協議会出席者

所　属 役　職 備　考

三 中学校 校長、教頭、防災教育担当 研究指定校

三 小学校 教頭又は養護教諭 研究指定校の周辺校

外ヶ浜町教育委員会学務課 総括班長 所管の教育委員会

外ヶ浜町総務課 班長 所管の防災担当部局

町内会（元宇鉄・四枚橋・釜野沢・上宇鉄） 会長、民生委員 地域の関係者

弘前大学教育学部 教授 外部有識者

日本赤十字社青森県支部 事業推進課長 外部専門家

青森県防災士会 青森支部長 外部専門家

東青教育事務所 指導主事 事務局

青森県教育庁スポーツ健康課 指導主事 事務局

第１回検討協議会
日　時：令和４年８月 22 日（月）13：30 ～ 15：30
場　所：外ヶ浜町立三 中学校　１階　食堂
内　容：今年度の本校防災教育について
　　　　(1) 令和４年度防災教育指導計画について
　　　　(2) 地域と連携した総合防災訓練（11 月）について
　　　　(3) 情報交換
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第１回検討協議会 配布資料 

「命を守る！防災教育推進事業」地域と連携した防災訓練

【令和３年度の取り組み】

１ 日 時 令和３年１１月５日（金）９:００～

２ 場 所 外ヶ浜町立三 中学校 校庭・体育館

３ 参加者 ①三 中学校生徒、職員 ②三 小学校５・６年児童、職員

③地域住民（四枚橋・釜野澤・元宇鉄・上宇鉄）

④外ヶ浜町役場（三 支所・総務課・教育委員会）

⑤日本赤十字社青森県支部 ⑥青森県防災士会

⑦青森地域広域消防事務組合

４ 訓練内容

第１部 地震発生後の避難（９：００～）

①児童・生徒：三 中校舎から校庭への避難

②地域の方々：各家庭・地域から三 中学校校庭への避難

第２部 避難所設置体験（９：１５～）

避難者誘導・・・防災士会・小中学生

受付・・・赤十字・中学生

設営・・・町総務課・支所・小中学生

第３部 一緒に防災体験（１０:００～）

①３つのグループに分かれてのグループワーク

 

②非常食体験 ※非常用のカレーライスを試食します。

    

第４部 訓練の振り返り（１２：００～）

①感想発表（小学生１名、中学生３名）

②講 評（三 中学校校長）

【成果と課題】

①主な成果
・ 生徒の防災に関する意識を高めることができた。また、体験を通して、防災スキルや技能が向上

した。（生徒アンケート及び自己評価から） 

・ 多くの地域の方に参加していただき、学校の取組を知っていただくとともに、防災に関する関心

を高めることができた。

②主な課題
・ 防災体験はスキルの向上という点では有効であったが、生徒と地域の参加者の交流を深めるとい

う点では改善を要すると感じている。

※ 搬送訓練や通報訓練を地域の方々が見るだけでなく、児童生徒と一緒に行うことはできなか

 
心肺蘇生 

（赤十字）

応急手当 

（防災士会） 

119番通報 

（消防本部） 

10:00～10:25 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ

10:30～10:55 Ｃグループ Ａグループ Ｂグループ

11:00～11:25 Ｂグループ Ｃグループ Ａグループ
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っただろうか。

・ 今後、実際に学校で避難所を設置するための独自の避難所設置・設営マニュアル等の整備をどの

ように進めていくべきか。

③検討協議会での主な意見等
・ 中学生が自分たちの役割をしっかりと意識していた。訓練を繰り返し行うことが必要だと改めて

感じた。

・ 訓練内容は初めての経験が多く、とても興味深くよい経験になった。自分たちの地区では、動け

る男性のみに声をかけて参加したが、次の機会には他地区と同様、男女問わず参加を呼びかけたい。

・ 訓練の内容を事前にわかりやすく伝えることで、地域の方々が参加しやすいと考える。町の広報

誌等で周知することも一つの方法だと思う。

・ 今回、訓練に向けて備蓄品等を確認したところ、町の備蓄品が十分に整備されていないことを知

り、いい機会となった。また自主防災組織の設置を今後、呼びかけていく。

・ 受付ではテーブルの数が足りないことや名簿から氏名を見つけにくい等があげられた。受付を簡

潔にする方法など、今後の訓練で反省点を活かして改善してほしい。

・ 大規模地震発生直後の対応については、１～２日後でなければ行政支援が得られないことから、

避難所の設営について、発災から避難所設営までの時間を学校の教職員・生徒でどう乗り切るかが

大きな課題となる。そのためにも行政と地域住民との共通理解は大変重要だと考える。

【令和４年度 防災訓練案】
０ 概 要 ・ 震度５強の地震を想定。避難（訓練）の後、学校の職員及び生徒が主体となって学

校の避難所を準備する。

※①受付の準備→②駐車場等への誘導準備→③各動線の確保

・ 避難者受入れ準備が整い次第、地域からの避難者（地域の協力者）を迎え、避難所

設営を一緒に行う。避難所の設営が完了したら、運営ルールを参加者全員で確認し、

地域に運営をバトンタッチする。

・ 後半は生徒と地域の方が一緒に防災体験を行う。

１ 日 時 令和４年１１月１１日（金） 午前

２ 場 所 外ヶ浜町立三 中学校 校庭・体育館

３ 参加者 ①三 中学校生徒、職員 ②三 小学校６年児童、職員

③地域住民（四枚橋・釜野澤・元宇鉄・上宇鉄）

④外ヶ浜町（三 支所・総務課・教育委員会）

⑤日本赤十字社青森県支部 ⑥青森県防災士会

⑦青森地域広域消防事務組合

４ 訓練内容

第１部 避難訓練（震度５強の地震発生）

児童・生徒：三 中校舎から校庭へ

第２部 避難所開設訓練（学校職員・生徒のみ）

①受付の準備

②駐車場等への誘導準備

③各動線の確保（体育館への動線確保 コロナ対応あり）

④体育館設営 ⑤避難者受入れ

⑥避難所のルールの確認と地域への引き渡し

第３部 一緒に防災体験（①徒手搬送、②生活用品の活用、③炊き出し）

第４部 訓練の振り返り

５ 訓練用購入物品

① ブルーシート（4.5m×4.5m 15枚）
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   ② 段ボール板（段ボールベッドに付属のもの 30枚） 

   ③ 段ボールベッド（15セット） 

   ④ 炊き出し用食材又は非常食（60人分） 

 

 

６ 避難所設営イメージ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※検温・問診は生徒玄関前で行い、一般の避難者は職員室前を通って移動する。 
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第２回検討協議会
日　時　　令和４年 10 月３日（月）13：30 ～ 15：30
場　所　　外ヶ浜町立三 中学校　１階　食堂
内　容　　協議・検討

(1) 地域と連携した防災訓練について（11 月 11 日（金）実施予定）　
(2) 外部専門家による防災教育について（10 月 28 日（金）実施予定）

第３回検討協議会
日　時　　令和４年１１月２１日（月）13:30 ～ 15:00
場　所　　外ヶ浜町立三 中学校　１階　食堂
内　容　　今年度活動報告

検　討・協議
(1) 今年度の地域と連携した防災訓練について

○外部専門家から
・避難所の受付は人が一気に押し寄せるため混雑しやすい。
・テーブルは１つより２つ、高さは立ったままでも書きやすい高さにする。例えば、テーブ

ルの上に 20 ～ 30cm の段ボール等を上げるなど。
・後ろに並んで待っている人をコントロールできるとよい。そのため、誘導する人が必要と

なる。
○外ヶ浜町から
・児童生徒が関心を高く持ってくれたことが成果である。
・町としては、PHEV（電気自動車）によるテレビ上映、パネル展示を実施した。今後も、学

校の行事等で展示させてもらえるとありがたい。今後も町や教育委員会でできることがあ
ればお手伝いしたい。

○三 小学校から
・昨年度の防災訓練では、心肺蘇生法や１１９番通報など外部指導者から教えていただいた

が、今年度は中学生が主体的に指導する場面が多く、小学生への声がけも多くあって頼も
しく見えた。小学生も安心して進められた。４年生でも教えると動ける子がたくさんいて、
大人の中でも力を発揮できることを実感した。

○町内会から
・地域から女性の参加が多かった。「チラシ」を見て参加したとの声も多く、広告での周知は

有効であった。
・救急法や通報訓練などを毎年実施することによって、地域の防災意識も高まっていくと思う。
○県教育委員会から
・一般的に防災教育はインプットの活動になりがちだが、今年度の防災訓練では、生徒が事

前に学習した応急手当の方法を地域の方々に指導する場面を設定したり、文化祭において
は自分で調べた避難経路を披露する機会を設定したりしていた。そうした外に向けて学ん
だ内容を発信する「アウトプット」の活動を設けることが学習の成果を高めるためには効
果的である。次年度以降もそのような場面を多く設定して取り組んでほしい。　

(2) 次年度以降の活動について
○三 中学校から
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継続できるものとして
①総合的な学習の時間の中で「あおもりおまもりノート」「おまもり手帳」を活用した防災

学習を繰り返しとなるが実施したい。
②ＡＥＤ・心肺蘇生法を４月の避難訓練後に実施したい。
③防災に関して地域から学ぶ活動として、町内会の方を招いて講演会や座談会を計画したい。
④地域と連携した（合同の）防災訓練
　学校を中心としてこれまでと全く同じ形で継続していくことは、児童生徒数の減少などを

考えると難しい。規模縮小などを念頭に実施計画を整理したい。
○県教育委員会から

　地域と連携した防災訓練については、予算なしでも実施することは可能。例えば、避難所
に物資が無ければ避難者が持ち寄ることが必要となるため、そのような場面を想定して、避
難者が食材や調理器具を持ち寄って炊き出しを行うことも訓練として実施することもでき
る。学校が取り組む防災教育の目標と地域の防災上の課題を明確にした上で、実施可能な訓
練を検討してはどうか。
　他の指定校では町が主催する総合防災訓練と協働して訓練を次年度以降も引き続き実施す
る予定である。教職員の過度な負担を軽減するためには、既存の資源やシステムを活用する
視点も重要である。

○外ヶ浜町から
　町では職員を対象とした訓練は実施しているが、住民や学校を巻き込んだ総合防災訓練を
実施したことはなかった。８月の豪雨被害を契機に、町としても防災訓練を実施していかな
ければならないという話になっている。地域や学校に御協力いただきながら訓練につなげて
いければよいと考えている。
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第３回検討協議会 配布資料 

令和４年度外ヶ浜町立三 中学校防災教育の取り組みについて

１ 本校防災教育の目標

自他の生命を大切にできる生徒の育成

【知識・技能、関心】

地域の災害特性を知り、災害発生時に自他の命を守るために必要な知識・技能を身に付ける。

（生徒の防災意識の喚起、実践スキルの向上）

【思考力・判断力、主体的行動】

有事の際には防災学習で学んだことを生かし、自分たちから迅速な避難や救援活動に参画する

ことができる。

（避難訓練等で学習したことを実践）

【学びに向かう力・人間性、社会貢献】

家族や周囲の人との関わりや体験活動等を通して、助け合いや思いやりの心を育み、有事の際

に協力して助け合うことができる。

（適切な地域連携のあり方を確立する）

※学校危機管理マニュアル(防災マニュアル)の確認、見直し。

有事の際、全職員で共通理解のもと状況に応じた適切な行動がとれるようにする。

２ 本校の課題

① 災害に関する意識の低さや知識の不足

② 災害発生時における防災スキル経験の不足

・いつ、どこにいても命を守る適切な行動がとれるか。

・避難後、状況に応じた適切な行動がとれるか。

③ 災害発生における職員の動き、地域や関係機関との連携はどうあるべきか。

３ 今年度の取り組み

月 日 活 動 内 容

4月 20日 第１回避難訓練 避難口、避難経路確認及び消火活動体験

4月 26日 第１回連絡会議 県庁

7月 11日 防災学習①

・あおもりおまもりノート

（p14～17）

「地震から身を守ろう

（外にいるとき）」

7月 12日

※生徒・教職員対象

学校防災教室①

（外部専門家活用）

11:30～12:20

講師 県防災危機管理課 太田 丈博 氏

「いつかくる。地震・津波に備えよう」

外ヶ浜町総務課 福岡 剛 氏

「外ヶ浜町の防災について」
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7月 19日 防災学習②

・あおもりおまもりノート（p26～27）

「避難時の基本行動」

※自宅付近の避難マップ作成

・防災教育アンケート

（生徒･教師対象）※県へ提出

夏休み中 防災学習③

・フィールドワーク

「避難マップ通りに避難できるか確認しよう」

立てた計画にしたがって避難場所まで実際に

行き、計画の修正を行う。

7月 25日 先進地視察 岩手・宮城 27日まで（教諭１名）

8月 22日 検討協議会①

・昨年度までの取り組みについて

・今年度の事業推進計画等の確認

・地域連携防災訓練についての意見交換

10月 3日 検討協議会② ・地域連携防災訓練実施要項の検討・確認

10月 16日 三中祭

・これまでの防災学習の

成果を展示発表

「我が家の防災マップ」

「防災ラジオ（技術科）」

「防災頭巾（家庭科）」

10月 28日

※生徒・教職員対象

学校防災教室②

（外部専門家活用）

第１部 講演

講師 弘前大学大学院 教授 片岡　俊一　氏

『地震の発生と予想される被害について

青森県の被害想定をもとに』

第２部 防災スキル体験

講師 県防災士会青森支部長 三浦 一郎 氏

身の回りのものを活用した応急手当

11月 11日

※地域住民・小学生参加型

地域連携防災訓練

（第２回避難訓練）

地域と連携した防災訓練

①避難訓練

②避難所設置訓練

③防災スキル体験

④振り返り

11月 21日 検討協議会③ 今年度の防災教育についてと次年度以降の展望

11月 25日 第２回連絡会議 県庁

1月 23日 第３回避難訓練 冬期間の避難について

2月 第３回連絡会議 県庁
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４ 地域と連携した防災訓練について

第１部 地震発生後の避難（９：００～）

①児童・生徒：三 中校舎から体育館への避難（９:００～９:１０）

第２部 避難所開設・避難者受入れ訓練（９：１０～）

①－１駐車場等への誘導

①－２受付の開設  ①－３避難所へ誘導路確保  ①－４体育館受入れ準備

↓ 

避難者受入れ ９：１５～　※９：１５　地域に防災無線放送で避難を指示

②－２受付業務 ②－３避難者の誘導 ②－４体育館での避難者案内

↓

③避難所受入れ完了

第３部 一緒に防災体験（１０:００～）

①３つのグループに分かれてのグループワーク

②非常食体験（１１：１５～） お湯で３分、水で５分、そのままでも食べられるピラフ

第４部 訓練の振り返り（１１：４０～）

① 感想発表（小学生１名、中学生１名）

② 地域の方々から（各地区会長さん）

③ 講 評（三 中学校校長）

【主な成果】

・これまでの防災学習の成果が随所で活かされた訓練となった。

① 避難時の行動・・・『おまもりノート』校内で地震が起こったら

② 避難所の開設訓練・・・昨年度の避難所開設体験

③ 体験活動・・・外部講師による防災スキル体験

・地域の方との防災スキル活動を通して、交流が深まり、学校における防災について相互に理解を

深めることにつながった。

・振り返りの中で、地域の方にもお話を頂いたことで、子どもたちも大人も、地域の防災について

より身近に感じることができた。

【主な課題】

・防災訓練が平日に行われたため、仕事を持っている方の参加が難しかったこと。

・生徒及び教職員数の減少に伴い、次年度以降も今年度同様な取り組みができる体制をどう整えて

いくか。

５ 今後の見通し

２年間の取り組みを振り返って整理し、総合的な学習の時間を中心に持続可能な形で子どもたちや

地域への防災教育が継続されていくようにしたい。

段ボールベッドの組み立て 

（講師　担当教師） 
身近なものを使った応急手当 

(講師　中学生） 
道具を使わない負傷者搬送 

(講師　防災士会） 

10:00～10:20 Ａ（学習委員） Ｂ（保健委員） Ｃ（生活委員）

10:25～10:45 Ｃ（生活委員） Ａ（学習委員） Ｂ（保健委員）

10:50～11:10 Ｂ（保健委員） Ｃ（生活委員） Ａ（学習委員）


